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令和2年度と違い、比較的落ち着いてスタートできた令和3年度でしたが、8月はデルタ株による第5

波、1月になってからはオミクロン株による第6波と今年度も新型コロナウイルスに振り回された1年

になってしまいました。昨年度に引き続きこの1年間、どの学校においても、感染への予防や対応に

追われ、計画したことが思うように進められなかったことばかりだったと思います。

さて、このような中でありましたが、今年度は、情報・視聴覚教育に係る行事等は視聴覚協会の総会

が書面採決で行われただけで、令和2年度は中止になっていた長野県視覚・放送・情報教育研究大

会、下伊那視聴覚・情報教育研究大会は感染警戒レベルが低かったので、例年より規模を縮小して開

催することができました。特に、下伊那視聴覚・情報教育研究大会の会場校の竜東中学校、千代小学

校の先生方には、授業の準備だけでなく、感染対策にもご尽力いただき、誠にありがとうございまし

た。感染対策で規模を縮小したため、参加できなかった先生方には誠に申し訳ございませんでした。

この「視教だより」に指導案等を掲載いたしますので、参考にしていただければと思います。

それから、今年度は、「GIGAスクール構想」で児童生徒に配備された一人一台端末を実際の授業に活

用する年でもありました。各校、一人一台端末を使っての授業はいかがでしょうか。急に使えと言わ

れてもすぐにできるものではありません。そこで、情報・視聴覚委員会は、夏休みに行われた情報・

視聴覚実技講習会で、一人一台端末での指導初心者向けに、多くの学校で活用されているGoogle 

Classroomの基本操作と学習活動での利用について講習会を行いました。今後も、情報・視聴覚実技

講習会では、先生方が必要とする内容を講習会に取り入れて、一人一台端末がより活用されるように

支援していきたいと考えています。

第84号となるこの「視教だより」は、コロナ禍ということもあり、今年度も紙面での配布は行わ

ず、Webのみでの公開とさせていただきますが、下伊那視聴覚・情報教育研究大会の竜東中学校、千

代小学校の実践を参考にしていただき、今後の情報・視聴覚教育にお役立ていただければ幸いです。

下伊那視聴覚教育協会では、各市町村からいただいている負担金をもとに、毎年ＤＶＤ教材を購入・

更新して下伊那教育会館別館にある視聴覚ライブラリーで貸出しをしています。下伊那教育会のホー

ムページからそれらの教材を閲覧することができますし開館日時も確認できます。こちらも是非ご活

用ください。

下伊那視聴覚教育協会 会長 武井 利博

https://shimoinakyoikukai.jp/wp-content/uploads/2022/04/R3%E3%81%BE%E3%81%88%E3%81%8C%E3%81%8D.pdf
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令和3年度 下伊那視聴覚教育協会組織

今年度の研究　竜東中学校

今年度の研究 千代小学校



今年度の研究

千代小学校、竜東中学校で実践
したICTを活用した実践の記録で
す。

千代小学校学習指導案(pdf)

竜東中学校学習指導案(pdf)
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下伊那視聴覚教育協会 副会長 手塚幸宏

本年度も新型コロナウイルスの影響を大きく受けましたが，そんな中でも工夫しながら行事を開催
することができた１年間でした。

情報・視聴覚実技講習会は喬木中学校を会場として，「Google Classroom の基本操作と学習活動で
の利用」について開講しました。児童生徒１人に１台のＰＣが整備されるなどハード面が整ってきた
今，教師が活用していくことが求められています。講師を喬木村教育委員会の長坂亮介先生にお願い
し基本的な事を中心に講習をしていただきました。受講者からは「実際に操作しながら学べて，とて
も分かりやすかった。」，「また研修会を設けて欲しい。」と好評でした。

第64回下伊那視聴覚・情報教育研究大会は千代小学校(３年国語)と竜東中学校(３年理科)を会場に
開催されました。大会主題は『 広い視野を持ち，新しい文化を築く心豊かな人間の育成をめざし
て 』～ 教育メディアの効果的活用を通して ～でした。今回提供していただいた授業は実技講習会で
も扱ったGoogle Classroomを活用していくことが取り入れられていました。大切なのは情報・視聴覚
機器を活用するための授業ではなく，子どもたちにとってより良い学びを実現するための機器活用で
す。理想は分かっているのですが，ようやく機器が整備され手探り状態でスタートした私たちの心構
えとしては「まずは使ってみよう」という気持ちが必要です。情報機器の場合は「習うより慣れろ」
という言葉がよく当てはまり，面白がって使っている子どもたちの方がたちまち上達してしまい，教
師がその後を追いかけることもよくあることです。でも，子どもたちの様子を注意深く見守り，疑問
や気づき・発想を敏感に捉えクラス全体に共有し，より良い学びの場にしていくことが教師の役割で
す。今回授業を提供していただいたお二人の先生から，そのことを大切にしている素晴らしい姿を参
観させていただきました。

授業提供に際し会場校におかれましては，校長先生を中心に年度当初より校内の先生方が念入りな
準備をしてくださいました。コロナ禍ということもあり，ご負担をおかけしたことと存じます。良い
勉強の場をいただいたことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

大会運営の面では参会された先生方にご迷惑をおかけした点も多々あったかと存じます。昨年度は
郡大会が開催できなかったこともあり，協会役員も初めての経験が多く不慣れでありました。そんな
中でも皆さま方にご協力いただいたおかげで立派な大会を開催することができました。

来年度は，泰阜小学校・泰阜中学校を会場として，65回目となる大会が予定されております。下伊
那視聴覚教育協会では，研究大会・情報・視聴覚実技講習会の運営や下伊那教育会webページの運営
を行うとともに，下伊那の情報教育･視聴覚教育発展のために研究を推進しております。関係各位の
皆様方にはこれからもご支援ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

最後になりましたが，当協会の活動をお支えいただきましたすべての皆様に，心より感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

https://shimoinakyoikukai.jp/wp-content/uploads/2022/04/R3%E3%81%82%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%8D.pdf
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